
参加費
無料

CCSW(市民コミュニティソーシャルワーカー)研修会 特別編

【主催】 よりあいコミュニティソーシャルワークス
【共催】 一般社団法人みちのく復興・地域デザインセンター
【協力】 社会福祉法人福島県社会福祉協議会 / 特定非営利活動法人みんぷく / 一般社団法人ふくしま連携復興センター
【協力】 社会福祉法人三春町社会福祉協議会 / 浜通り医療生活協同組合

日にち

会場

2025年 1 月 22 日（水）

ビッグパレットふくしま プレゼンテーションルーム（4階）

   （福島県郡山市南2丁目52）

13：00～16：00（開場時間 12：45）時間

対象
被災者支援に取り組む方々
これまで被災者支援に関わってきた方々 他          50名程度

(NPOスタッフ 社会福祉協議会職員 自治体職員 大学関係者 地域で支援活動を行う方々 等)

※ 本研修は独立行政法人福祉医療機構（WAM）令和６年度助成「福島の避難者支援経験を今後の地域課題に繋げる事業」で実施します。

工藤 史雄 さん

浜通り医療生活協同組合
 組織部長

佐藤 千春 さん

社会福祉法人三春町社会福祉協議会
 避難者地域支援コーディネーター

長谷川 喜和 さん

特定非営利活動法人みんぷく
 郡山拠点スーパーバイザー

話題提供者

支援者の対話ミーティング
～福島での経験を振り返りこれからに活かす～

プログラム

■プログラム1（話題提供）
福島で被災者支援に取り組んでこられた、支援従
事者３名から、現在の活動に取り組んできた経緯、
活動を通じて経験してきたことなど、地域の状況な
ども含めお話しいただきます。

■プログラム2（グループワーク）
参加者ご自身の経験や、災害被災地域や被災者
支援に関する思いなど、「3.11からの独り言」（ウ
ラ面参照）の手法を用いて、少人数のグループで共
有いただき、今後の地域の活動の充実に向けた参
加者同士での意見交換をしていただきます。

※ プログラムの内容は変更になる場合があります。

（五十音順）

特別編

【お問い合わせ】

よりあいコミュニティソーシャルワークス（担当：ダクルス）
E-mail info＠yoriaics.works ／ TEL 050-3559-4181

事前のお申し込みが必要です。ウラ面に記載の方法でお申し込みください。
お申し込み締め切りは、2025年1月20日(月)です。申込み



CCSW（市民コミュニティソーシャルワーカー）研修会 特別編

『支援者の対話ミーティング
 ～福島での経験を振り返りこれからに活かす～』

会場案内

ビッグパレットふくしま プレゼンテーションルーム（4階）
  （福島県郡山市南2丁目52）
【お車をご利用の場合】

東北自動車道「郡山南インター」から約7Km、車で約15分
無料駐車場（844台）をご利用いただけます。
当日の催事によっては駐車場が大変混雑する場合があります。

公共交通機関の利用や、お車を乗り合わせてのご来場をお願いいたします。

【電車等をご利用の場合】
郡山駅西口「1番乗り場」から乗車、バス停「ビッグパレット」下車
所要時間：約15分 片道運賃：310円
※(栄町)柴宮団地行き以外にご乗車下さい。それ以外は全て会場を経由いたします。

安積永盛駅から徒歩20分（約1.5㎞）

【FAXお申し込みフォーム】 送信先 ０２２－７９７－６７８８

お名前 参加人数

名

ご所属

電話番号 メールアドレス

○お申し込みフォームでのお申し込みは、右のQRコード、
または上記URLよりお申し込みフォームにおすすみいただき、
お申し込みください。

○メールでのお申し込みは、お名前、ご所属、参加人数（複数名の場合は
参加者のお名前）、連絡先メールアドレスを記載の上、
info＠yoriaics.works まで送信ください。

○FAXでのお申し込みは、下のフォームにご記入いただき、
022-797-6788 まで、本紙のこちら面をお送りください。
複数名でご参加の場合、別紙に参加者のお名前をお書きいただき、
ご一緒にお送りください。

お申し込み お申し込みQRコード
お申し込みフォームURL：

https://forms.gle/XXVJZrxveUzXvQx28

申し込み締め切り
2025年1月20日(月)

「3.11か

「3.11からの独り言」は、3.11からの出来事を通して感じたこと、心に残っていること
を、川柳のように、おおよそ５・７・５の短文で表現する手法です。手記などにくらべて作
成が容易で、ある瞬間や断片だけを切り取ることにより、言葉にしづらいような価値観が
対立する出来事についても、振り返りや表現がしやすい特徴を持っています。

作成者の中には「文字にすることで、心のトゲが抜け、重荷を下ろせた気持ちになる」と
話す人もいるように、言語化し、他者に受け止めてもらえることは、自身が抱えていた負
い目を手放したり、前向きな気持ちを獲得することにもつながります。

「3.11からの独り言」とは

https://forms.gle/XXVJZrxveUzXvQx28
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